
流動床インタフェースの応用

想定される適用分野・用途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・目的）
砂を入れた容器の底面から空気を上向きに噴出させると
砂は液体のような流動性を示します。この流動床は、ご
み焼却炉などに使われてきましたが、エンターテインメ
ントから医療応用など、新しいインタラクションシステ
ムの可能性を実証することが目的です。
(概 要）
流動床インタフェースを組み上げ、ヒューマンインタ
フェースやエンターテインメントへの応用可能性を実証
し、情報処理学会などで受賞したり各種メディアに取り
上げられました。さらに産業応用や医療応用、及びVR
シミュレータやゲーム応用の研究開発を進めています。
(期待される効果）
リハビリテーションやトレーニングをはじめとした医療
応用に有効であります。またVRシミュレータなどで洪
水体験、津波体験やゲーム、各種エンターテインメント
への応用が可能になります。現実感のある体験をしてお
くことは極めて有意義です。さらに砂表面への新しいプ
ロジェクションマッピングの応用が可能になります。
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研究内容(社会背景・目的、概要、期待される効果）

●医療応用、産業応用
●VRシミュレータ、洪水体験、津波体験
エンターテインメント、ゲーム

●プロジェクションマッピング

●流動床インタフェースの医療応用
●VRシミュレータによる洪水体験、津波
体験やゲーム、各種エンターテインメ
ントへの応用

図１．VRシミュレータへの応用

図２．映像を投影したゲーム応用
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